　～立命館大学21世紀COEプログラム～

　国際シンポジウム「MEMSの展開－ナノテクノロジー、バイオケミカル－」開催のご案内　

日　時：2004年7月9日（金）13時30分～17時20分

場　所：立命館大学　びわこ・くさつキャンパス　ローム記念館5階大会議室
　　　　　　　　　　　　　　

プログラム：

◎　開会の挨拶（13時30分～13時40分）

学校法人　立命館　副総長　　川村　貞夫
· 講演

（13時40分～14時30分）

「DNA and Cell Separation Using Switched Electric Fields」

    “A couple of bio-MEMS chips for applications to DNA (Deoxyribose Nucleic Acid) and cell

separation using switched electric fields will be presented.”
Prof. Young-Ho CHO

Director of Digital Nanolocomotion Center, Department of Bio Systems& Department of Mechanical Engineering, Korea Advanced Institute of Science and Technology (KAIST)

（14時30分～15時20分）

「分析・計測チップへのナノ／マイクロテクノロジーの応用」

基板上にナノ～マイクロサイズの流路や構造体を加工したマイクロ化学チップを用いて、DNAや

タンパクなどの生体成分を分析するシステムやチップ内に培養した細胞の産生物を計測するシステムについて紹介する。
株式会社島津製作所　基盤技術研究所MEMSグループ　主任研究員　中西　博昭　氏

＜休憩（15時20分～15時30分）＞

· 講演

（15時30分～16時20分）
「ナノピンセットによるDNAマニピュレーション」

　　マイクロマシーニング技術で作製したDNAピンセットについて、その作製方法とDNA分取実験について紹介する。DNAピンセットに要求される仕様と、そのための対向型プローブ作製技術のポイントについて述べるとともに、実際のDNA分取実験の結果について説明する。さらに分取したDNA分子の電子顕微鏡観察結果についても述べる。またDNA分子がDNAピンセットに分取される原理についても、我々の考えを紹介したい。　

　　　　香川大学　工学部　知能機械システム工学科　助教授　橋口　原　氏　　　　

(16時20分～17時10分)

「WO3セラミック粒子および電極のナノ設計による高感度NO2センサの開発」

WO3セラミック粒子を用いた厚膜センサは、粒子形態、膜厚、電極構造をナノレベルでコントロールすると、数十ppbの極低濃度NO2を高感度で検出できた。また、これを用いて環境モニタリングも可能であることを実証した。

　立命館大学　理工学部　応用化学科　教授　玉置　純
· 閉会の挨拶（17時10分～17時20分）

　　　　立命館大学　理工学部　マイクロ機械システム工学科　教授　木股　雅章
交流会

(17時30分～18時45分)

　　　　会場：ローム記念館3階ホール

· シンポジウム（講演会）、交流会とも参加費は無料です。参加ご希望の方は別紙申し込み用紙にご記入のうえ、FAXまたはEメールにてお申し込みください。多数のご参加をお待ちしております。

＜お問い合わせ先＞　立命館大学BKCﾘｴｿﾞﾝｵﾌｨｽ　 三ツ野・西・渡辺　TEL077-561-2802（直通）

